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   開     議 

 

 

○内谷邦彦議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○内谷邦彦議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 平井直之議員の質問 

 

 

○内谷邦彦議長 順位10番、議席番号１番、平井

直之議員。 

  （１番平井直之議員登壇） 

○１番 平井直之議員 おはようございます。21

爽風会の平井直之です。よろしくお願いいたし

ます。 

 通告に従いまして、私からは、大項目、長井

南産業団地について１項目ではありますが、質

問させていただきます。長井南産業団地につき

ましては、浅野敏明議員、鈴木一則議員の質問

にもございましたので、重複するところもある

かと思いますがよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 昨年国勢調査が行われ、本市の人口において

は約２万4,000人とお聞きしました。2020年と

2025年で比較しますと約2,000人減少しており

人口減少が進んでおります。これには少子高齢

化の影響が大きくなっていると考えております。 

 この人口減少を抑えていくには、まず若い人

にこの長井に残ってもらう、あるいは戻ってき

てもらうことが必要と考えます。若い人に残っ

てもらう、戻ってきてもらうには、安心して生

活ができる環境が一番重要であります。それに

は、安心して働ける場所が必要なのではないで

しょうか。 

 市内の製造業の企業が2027年３月にて工場を

閉鎖するとのお話をお聞きしました。100人規

模の企業がこの長井市からなくなってしまうこ

とはとても残念ですし、そこで働いておられる

方々は今後の生活設計を変えなければならなく、

大きな問題であります。この長井市から働く場

所がなくなってしまうということは、ますます

若者が長井から離れてしまうのではないでしょ

うか。そのことから、長井南産業団地の重要性、

そして緊急性が増してきているのではないかと

思っております。 

 長井南産業団地には市内の企業が１社が決ま

りましたが、これは生産場所の移転であり、企

業誘致とは言えないのではないかと思っており

ます。確かに、移転先が本市に残っていただけ

ることは大変ありがたいことでありますが、こ

れからの若い人に選んでいただけるような新た

な企業、私としては、製造業の企業が必要なの

ではないかと思い質問いたします。 

 １つ目ですが、これまでの企業誘致について、

どのような取組をされてきましたか。新産業団

地整備課長にお伺いいたします。 

○内谷邦彦議長 竹田祐子新産業団地整備課長。 

○竹田祐子新産業団地整備課長 おはようござい

ます。 

 現在までの取組についてということでお尋ね
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をいただきましたので、お答え申し上げます。 

 第一次募集を令和７年７月から９月までに実

施いたしまして、ご応募いただいた市内企業と、

去る令和８年１月22日に立地協定を締結したと

ころでございます。今後、令和９年春以降の売

買契約に向けて、本協定に基づき、長井市も立

地の準備等協力していく予定でございます。 

 市内移転ではありますけれども、業務拡張に

伴う雇用の増加も見込んでおられ、また、就労

環境が新しくなることでは、福利厚生面でも魅

力アップにつながり、若者や女性から選ばれる

企業の一因となると思います。 

 市外からの誘致だけではなく、こうした市内

企業の移転先としても、私どもとしては歓迎し

てまいりたいと考えております。 

 さて、これまでの企業誘致の取組といたしま

しては、長井南産業団地のパンフレットを作成

し、関係機関や金融機関等へ配布し、情報提供

をまず行っております。また、山形県で発行さ

れております山形工業用地のご案内というパン

フレットにも掲載いただき、情報発信にご協力

をいただいているところでございます。 

 令和７年８月と12月のそれぞれ１カ月間、山

形新幹線の客室内へ募集広告の掲載も行ってま

いりました。また活動といたしまして、首都圏

のほうでございますけれども、山形県主催のや

まがた産業立地セミナーｉｎＴＯＫＹＯという

イベントに参加し、長井南産業団地のプレゼン

を行いました。同じく東京で11月に開催されま

した、よい仕事おこしフェア2025、こちらのほ

うにも長井ブースを設けましてＰＲ活動を行っ

てきたところでございます。また、ふるさと長

井会長井市東京事務所へも募集情報の提供を行

い、ご協力を仰いでいるところでございます。

そのほか具体的には申し上げられませんが、個

別に企業対応等も行っているところであります。 

○内谷邦彦議長 １番、平井直之議員。 

○１番 平井直之議員 はい、確認させていただ

きました。 

 ２つ目ですが、ただいまの質問と関連ござい

ますけども、現在の引き合い状況についてお聞

きしたいと思います。 

 取組の中で首都圏での説明会もあったようで

ございますが、その辺も含めて、引き合い状況

について改めてお伺いいたします。 

○内谷邦彦議長 竹田祐子新産業団地整備課長。 

○竹田祐子新産業団地整備課長 現在の引き合い

状況でございますけれども、昨年12月から第二

次募集を開始しておりまして、正式なお申込み

には至っておりませんけれども、１社とは常に

情報交換しながら準備を進めているところでご

ざいます。 

 初めての市の産業団地分譲ということで、手

探りで募集活動を行っているわけではございま

すけれども、山形県とも連携し情報発信を行っ

ております。例えば、山形県の産業立地室を経

由し、全国的なネットワークからも問合せをい

ただいているところでございます。これまでの

ところは、物流関係やスマート農業などの事業

者から幾つかご相談があったほか、金融機関や

建設会社などから顧客の仲介役として、業種は

こちらでは不明ながらも数件の問合せをいただ

いております。 

 具体的なお話というのはなかなかできません

けれども、引き続き情報発信に力を入れてまい

りたいと思います。 

○内谷邦彦議長 １番、平井直之議員。 

○１番 平井直之議員 はい、お伺いしました。

様々引き合いがあるということでありますので、

確認させていただきました。 

 ３つ目ですが、今後の企業誘致の取組につい

て市長にお伺いいたします。 

 まず１つ目ですが、令和８年度予算にも企業

誘致事業として上げられておりますが、その中

で企業誘致アンケート、ＤＭ送付とあります。

企業誘致アンケートの対象者はどのようなもの
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か、ＤＭ送付先はどんなところに送付されるの

か。また、そのリサーチをされ決められたのか

市長にお伺いいたします。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 ただいまの平井直之議員のご質問にお答えし

たいと思いますが、できますれば少し時間をい

ただいて、議論を深めるために、なぜ私どもが

長井南産業団地ということなんですけども、産

業団地を造成して企業誘致、あるいは企業の集

積をあの場に図ろうとしているかということに

ついて、少し話をさせていただきたいと思いま

す。 

 最初に平井議員からは人口のお話をされて、

大変、５年ごとに2,000人前後減っていくと、

約24年後ですか、2050年には１万7,000人を切

るということの予測が厚生労働省の社人研のほ

うから出されているわけですけども、地方創生

始まったときに、当時の安倍元総理が、おっし

ゃられたのは、若い人たちが都会に集まって、

それで都会の持ついろいろなよい面、悪い面あ

るんでしょうけども、特に悪い面については、

住環境であったり、あるいは職場まで非常に遠

いとかそういったこともあって、なかなか子供

を、結婚しても産むという判断、あるいは２人、

３人という判断がなかなか難しいと、でも地方

のほうは住環境も優れ、また地域全体がですね、

人に優しい、そういった子育てとか、あるいは

若い人たちがこれから希望を持って生きていく

には非常にいい、だから、地方創生として働く

場をまず設けてくださいということだったんで

すね。私は亡き安倍元総理のお考えは分かるん

ですが、よく地方の事情を知らないなと、地方

に働く場がないんではないんですよね。あるん

です。それの証拠にコロナの後も長井は、今で

こそ１位ではありませんけれども、山形県内で

正社員の雇用の求人、非常に多いんです。とこ

ろが、倍率で言ったら2.0以上なんで、人が来

てくれないんです。人がいないんです。ですか

ら、そういう意味では安倍総理の言うことは分

かるんですけども、では若い人たちは何を求め

て働く場を選ぶのかというと、自分の自己実現

です、自分の好きなもの。ですから、いろんな

職種を希望しているわけです。でも地方ではな

かなか職種が限られると。ですから、進学とか、

あるいは就職も直接大都市に行く若い人たちも

いらっしゃるわけですけども、大部分は都会の

ほうが給与格差もありますしね。給料も高いし、

ちょっと住環境とかそういったところは大変な

ところもあるけれども、いろいろな遊ぶ機能も

あるし、都市機能もあるし、職種もいっぱいあ

ると。だから、こちらに住みたいということで

進むわけです。 

 でもこういう時代になってきて、必ずしも大

都市じゃないと、大企業に勤められないという

わけではないんですね。例えばＮＴＴ東日本な

んかはよくおっしゃっているんですが、勤務先

には必ずしも毎日出社という必要はもちろんな

いと。長井に派遣人材として来ていただいてる

小倉室長の話なんかを聞くと、週１日、２日は

こちらだと、あと１回は本社に行きますと、で

もそれ以外は自宅でテレワークでいいんですと。

実際、役員でも親の介護をしたいからというこ

とで地方に移って、そこで基本暮らしながら、

時々本社とか取締役会に出ていると、あと全部

テレワークですると、こういう働き方も出てき

たんです。 

 ただ、まだまだそれは時間がかかることだと

思うんですけども、そういった意味で言えば、

我々昭和の考え方の企業誘致というのはもう今

は違うと私は思っています。では、なぜおまえ、

長井南産業団地整備したんだ。前にもお話しし

ましたけども、長井から企業が今、外から来る

んじゃなく、どんどん逃げていっているんです。

それはここ20年、30年考えますと、数えればい

っぱいありますよね。それから、会社の都合な
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んかで、平成の10年前後は、随分製造業の海外

シフトしたわけですね。ですから、コロナのと

きの、例えばマスク一つにしてもね、日本で作

れないと。中国から輸入しなくてはいけないけ

ど、中国のほうからなかなか入ってこないとい

うときもありました。 

 そんなこともあって、コロナのパンデミック

が収まった後、日本政府のほうでもサプライチ

ェーンの再構築をするんだという話もございま

した。そんなこともあって、私どもとすれば、

まず一つは、長井から出ていく企業があるわけ

です。もう既に７年ぐらい前ですけども、７年、

８年ぐらい前に、２年かけて市内の企業の今後

の会社の方向、例えば産業団地をつくったら、

そこに立地する可能性ありますかとか、あるい

は県外とか、長井市外に工場を移す予定があり

ますかというところをいろいろ調査したんです。

アンケートではなくて調査したんです。そうし

たところ、関心持ってもらった企業が、その新

しい産業団地、十数社ありまして、それから県

外に検討しているって企業が数社ありました。

実際それでここ20年、30年の間に２社ぐらい県

外に出ましたし、あとは工場を畳んでやめてし

まった。また会社の方針でどっかに拠点を移す

ということで、集約でこちらの工場なくなった

ということもありますけれども。一方で、長井

の工場を拠点工場にしようということは、実は

２社あるわけです。一つは、今泉の、あんまり

言うと語弊があるかもしれませんが、これは公

表されていることだからですけども、ご存じの

今泉の企業と、時庭の企業ですね。そういうこ

ともあるわけで、今は昔と違うんですね。単な

る企業誘致、工場来て、どうぞ来てくださいと。

雇用はいっぱいありますよということではない

わけで。 

 したがって、私どもとして、まず当面の目的

は、市外へ出ていく企業を何とか食い止める。

あるいは市内のみならず、ある程度広域で見て

も結構あるんです。大きいところですとそのま

まとどまっていますが、南陽市の大きい会社、

移転を本当に考えていらっしゃったようです。

ただ一部はどっかに移って本社そのままだ。こ

れは私が直接聞いた話ではなくて、様々な人づ

ての情報もありますので、定かではないんです

が、ですから今はそういう時代です。 

 したがって、まず両にらみで考えています。

要は、まず地元の企業さんが集約地としてあの

場所を選ぶ、そして外に出ないということです

ね。あとは、この周辺の企業で県外に行くとい

うのを、この際だったら長井の南産業団地に移

るかという企業、こういう企業もございます。 

 あと、人口減少を食い止めるという意味では、

働く場というのはまず第一なんですけども、で

も実態として働く場はですね、さっき言いまし

たように、テレワークでも大丈夫だというんで、

家族ぐるみで、ここ四、五年の間も何家族も、

私の知っている範囲でですよ、何家族もあるん

ですよね。 

 ですから、我々が今まで進めてきた起業、創

業、こういったことを応援するような、あとは

タスの２階にあります、インキュベーション施

設ですね。会社をつくってその卵をですね、大

きくする前にそこで私どもで支援をさせていた

だきながら、やがて大きく花開いてもらうと、

そういったことも併せてやっています。 

 あと若い人たちが働く場だけではなくて、こ

ちらで、例えば働く場がここじゃなくても、山

形でも米沢でもいいんです。でも長井に住みた

いと、西置賜に住みたいと言ってもらうには何

が必要かといったら、都市機能が必要なんです。

ある程度買物できて、家族、あるいは自分で飲

食を楽しんだり、あと遊ぶ機能ですね、芸術、

文化、音楽などを楽しみ、スポーツもいろいろ

なスポーツができる。そしてなおかつ自分の趣

味とかですね、やりたいことを実現できるよう

な、そして住環境と子育てと教育、これが充実
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しているというところがポイントです。 

 したがって私どもは地方創生以降、特に今申

し上げたところを中心に、本当に十分ではない

んですけども、そちらのところを頑張って整備

しようとしてきているわけです。 

 そんなことも含めて、大変前置きが長くなっ

て恐縮でございました。私どもではですね、議

員からございました企業誘致事業、企業誘致の

アンケートとか、ＤＭ送付の事業についてどの

ように考えているのかということのお尋ねでご

ざいます。 

 先ほど竹田課長からもありましたように、私

ども、実は工業団地というんですか、産業団地

を整備して販売するというのは初めてなんです

ね。あかしあ産業団地は農工団地として指定と

して、農振から除外して、いつでも工業用地と

して、事業用地として転用できるようにした、

いわゆる農工団地、昭和40年代に整備したもの

です。したがって、あそこは所有者は地権者そ

のままなんです。必要なところを、長井では当

時はオーダーメイドでやるんだと言っていまし

たけども、必要なところ、必要な場所のところ

に造成とかされて、それに対して我々支援して

いたんですが、ああいうふうにしますと、後々、

水道がここ引いていない、ここ道路をもっと整

備してほしい、非常に側溝なんかもきちんとな

っていないので危ないとか、そういうことでの

不満はありましたけども、今回は、私どもは産

業団地、産業用企業の立地の場所として整備し

たわけです。その際に、私どもで長井市産業振

興協議会というものをつくりまして、まずは商

工会議所を中心に市内の、特に製造業のまちで

ありますので、そういったいろんな方々からご

意見をいただく会を設けました。座長は山形大

学の人文学部の山田教授にお願いいたしまして、

加藤会頭を筆頭に、商工会議所はですね、工業

部会、こちらは朝日金属工業の加藤社長、それ

から情報・サービス部会、こちらは黒澤、ＪＡ

Ｎの、今は副会長ですね。それから観光サービ

ス、こちらも部会というのあるんですが、こち

らは山形鉄道の中井社長、そして西置賜産業会

というのがございまして、こちらは西置賜のい

ろんな企業、業種が、様々な業種でつくってお

りますが、これが四釜製作所の四釜会長が今、

委員となっておられます。それに、今泉にかつ

て商工会議所が整備した流通団地の振興会があ

りまして、そこの大山中央青果の会長さん、そ

れから長井工業高校の阿部校長先生など入って

いただいて、何回も何回も議論していました。 

 まず、このアンケートについても、新年度に

入りまして早々にこういった方々からご意見を

いただき、あるいはご助言をいただかなくては

いけないなと思っております。 

 加えて、私どもが頼りにしている山形県の、

今の名称はですね、産業創造振興課というのが

ありまして、その中に産業立地室ございますの

で、そちらからの情報提供やら、置賜総合支庁

もちろんであります。そして、核となるのは、

山形県の東京事務所、こちらのほうに具体的に

相談するべきだと思っています。 

 加えて、私ども今の時期山形県内で産業団地

を整備していますのは山形市、天童市、上山市

でございます。こういった先行なさっていると

ころ、まだ全部販売終わっていないところもあ

りますし、ちょっと我々と同じ時期にこれから

というところもございますので、そういったと

ころが先輩なので、いろいろご助言とか指導を

いただきながら探ってまいりたいと。つまると

ころは、実際にそういうような方針が決まった

としても、いろんなつてがないと、トップセー

ルスで市長行ってこいと、私が名刺を持って各

企業に飛び込みで行くなんていうことはとても

できません。平井議員のような若い方だったら

いいかもしれないけれど、私はもう老人ですの

でなかなかできませんし、けんもほろろですよ

ね。 
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 ですからそういうふうに、いろんなつてを持

って回らないと、とてもとてもそんなに簡単に

企業なんて動いてくれるものではありません。

ただし、言われているのは、例えば金融機関の

皆様からも、あるいは国の経済産業省の方とか、

国土交通省の方とか、そちらのほうからはいい

タイミングだと、このタイミングというのは、

政府としても、特にサプライチェーンが弱いし、

あともう一回、製造業の回帰をする時期だとい

うことで、私は意を強くしてきたんですが、今

なぜ厳しいかというと、ご存じのとおり、トラ

ンプ関税が出てしまったからですね。それと、

これからイランとの様々な紛争があるわけでご

ざいますので、こういったところもある程度影

響しますが、でもそれは世の中そういうことは

よくあることで、ですから短期の１年、２年で

はなくて中期、３年から５年のスパンで考えれ

ば特に問題ないなと思っておりますし、私ども

としては、本格的な販売はこれからでございま

すし、あとは、実際立地が決まった会社は１社

でございますが、その会社も工場を整備するの

は来年度あたり、令和８年度中あたりに設計等

を決めて、工事着工が９年以降になると思いま

す。そこから１年ぐらいかかってですから。 

 ですから、こういう企業誘致というのは、平

井議員おっしゃるように、まずはどういうふう

にしてそういう企業に来てもらうかという絞り

込みと、いい企業に来ていただくという営業活

動が必要なんですが、でもいろいろなアドバイ

スをいただいた上で、私どもとしては、残って

いる区画というのは４区画ぐらいでしょうかね。

場合によっては２期工事でいっぱい応募があれ

ばつくれるわけですし、ですからまず当面はで

すね、完成が今年でありますので、今年から３

年以内ぐらいに大方めどをつけたいと思います

し、それから製造業を中心にしています。 

 それはなぜかというと、長井は製造業のまち

で、金属機械、それから電子ですね、そういっ

た関係が多いわけですから、そういった企業等

に利するような企業を引っ張ってくるのが一番

いいだろうと。ですから、市内の企業様の元請

とか、そういったところの工場をというのは一

つ手があるわけです。それと、あとクラスター

と国でも県でも言っていますが、その企業群と

してこの地域に強みを持たせる意味では、金属

機械、電子、その中では、半導体なんかももち

ろんあるわけですけども、そういった企業を主

眼に営業をしてまいりたいと思いますが、ダイ

レクトメールとか、企業誘致アンケートこれら

についても、素案をつくって、いろいろご指導

いただきながら、最終的には一番ノウハウを持

っている、県のほうがかつて20年前までは全国

でも有数の企業誘致を誇っていた山形県ですか

ら、そういったところのご助言と、あとは専門

家のご助言をいただいて、このアンケートとか

ＤＭも、そんなに急いでやる必要ございません。

秋とか令和８年度中ぐらいに発送したいと。受

ける方も、今の時期に送っても、確かに、どう

なるかは、トランプ関税がよく分からないです。

それから中東の状況もよく見えないと、そうい

うときもらっても、真剣になりませんので、も

う少し兆しが、明るい兆しが出たタイミングで

送るのがよろしいかと思っております。 

 話が長くなりましたので、そのようなことで

考えていきたいと思いますが、これと並行して、

日本最大級の製造業の関連展示会というのが、

今年は第31回機械要素技術展というのが、これ

は、東京ビッグサイトでありますので、こちら

にも出展して、長井の企業群の皆さんにもご協

力いただきながら、ＰＲして関心を持ってもら

うようにしたいと考えているところでございま

す。 

○内谷邦彦議長 １番、平井直之議員。 

○１番 平井直之議員 はい、お伺いしました。 

 市長の言葉にもありましたように、これから

アンケートをされるということでございますが、
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様々な関係団体の方と協議しながら行われると

いうことですが、確認ですけど、一応県外の企

業も含めて送られる考えがあるのかちょっとお

伺いします。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 はい。もちろん県外が中心にな

ると思います。なお、県内でも可能性があると

ころには送るということは、例えばその親会社

に、県内に立地されている企業側から、長井で

こういうのがあるので、もし何か考えているの

があったらぜひ山形にということもありますの

で、県外中心ですが、県内でもぜひピックアッ

プして送るべきだと思っております。 

○内谷邦彦議長 １番、平井直之議員。 

○１番 平井直之議員 はい、承知しました。 

 ２つ目になりますけども、誘致活動について

ただいま市長からもご答弁いただきましたけど

も、県内各地でも産業団地、工業団地が造成さ

れ、またこれから造成される予定のところもあ

るようでございます。各自治体でも企業誘致に

ついては一生懸命されていると思いますし、お

のずと拍車がかかってくるのではないかと思っ

ております。 

 これまでも様々な面でそういう協議とか、さ

れてきていると思いますが、どこでも同じよう

な取組をされているというところがあると、同

じような取組でもなかなか目立ってこないよう

なところもあるかと思います。これまで以上の

トップセールスでしたり、先ほどありました東

京事務所、あるいはふるさと長井会との連携が

さらに必要になってくると思いますが、市長の

考えをお伺いしたいと思います。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 平井議員おっしゃるとおりでご

ざいます。そして、県のほうでも最近コロナ以

降はされてなかったんですが、東京と名古屋で、

実は知事が出向いて、山形県の企業誘致をする

ための立地セミナーというのを行っていました。

私も名古屋に２回、東京に１回出ました。その

ときに言われた言葉がです、県の担当から、長

井市、工業団地ないくせに何で来るんだと私言

われまして、唖然としましたけども、そんなこ

とを気にせずに行きました。それはなぜかとい

うと、特に名古屋のほうは、トヨタ含め自動車

関連企業がたくさんあるわけですね。そこに山

形県出身、とりわけ長井出身の方がそこそこい

らっしゃるんです。当時の山形県の産業コーデ

ィネーター、今野さんという方、これは長井の

平野出身で、大変優秀な方で、その方から何回

か長井のほうにもお越しいただいて、内谷市長、

ほかの都道府県は知事だけではなくて市町村も

一緒になって来てそれでアピールすると。それ

ってすごく企業側から見ると安心するんだと。

だけど山形県のセミナーでは、市町村あんまり

来ないと、だから長井市は来てくださいよと。

私行ったら怒られたんです、何で来たんだと。

よくこれで企業全国で一番来ているなんて言っ

ていいのかなと思うぐらい、これはすみません、

個人的な怨念をここで晴らすというわけではな

いんですが、ただそんなの気にしないで、今野

コーディネーターを応援したいですし、あと、

企業側が求めていることどういうことだろうと

いうことを肌で感じようと思って２回ほど参り

まして、そのときに知り合った方なんかは、今

も実はお付き合いさせていただいているところ

もありますし、あとは、長井出身とか山形出身

で名古屋で例えば料理屋さんやっていたりとか、

そういったところも紹介してもらったりして、

時々手紙とかもらったりも今もしているんです

ね。 

 あと一方で、東京も、名古屋みたいに毎年で

は当時はなかったんですが、今は毎年、むしろ

東京を中心に知事のほうでセミナーを行ってい

らっしゃると聞いています。こちらについても、

私もぜひ令和８年度はお邪魔しながら、そうす

ると大体企業の社長かもしくは重役の方がいら
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っしゃる。担当者と一緒にですね。ですからこ

ういうのが一番チャンスだと思って、ぜひトッ

プセールスここでは頑張りたいと思いますし、

あと、ふるさと長井会のほうも、産業部会の部

会長が斎藤さんといいまして、この方はトヨタ

系の企業の副社長をなさったり、あとトヨタの

関連の企業の社長、アメリカの社長とかなさっ

ていた方で、今もいろいろお力添えいただいて

いますので、ちょっとかなり高齢なんですが、

ぜひそういった方にも具体的にお願いしていか

なくてはいけないなと思っております。 

 それ以外にも、ふるさと長井会は産業界とか、

あと大学の先生が多いので、そういったつてで

ぜひちょっと具体的にアプローチしてみたいと

思います。 

○内谷邦彦議長 １番、平井直之議員。 

○１番 平井直之議員 はい、承知しました。 

 ３つ目になりますが、企業誘致は一般企業だ

けではないとも思っております。例えば国の研

究機関であったり、そういう大学の施設だった

りということもあって、それも含めて、地域企

業との連携を図っていただけるような産業クラ

スターができれば、一つのモデルにもなるかと

思います。 

 例えば市長の答弁にもありました、大学の関

係者等も知っていらっしゃるということもあり

ますので、例えば国の研究機関、あるいはそう

いう大学の施設なんかも考えていただければと

思いますが、改めて市長の考えをお伺いします。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おっしゃるとおりだと思います。

例えば、長井の現地法人としてケミコンさんが

あるわけですけど、ケミコンさんのほうは、研

究所あるわけですよね。それから、先ほどもち

ょっとお話ししましたけども、古河電工パワー

システムズ、これは古河電工さんの、ある程度

の国内の工場を長井に集約したんですね。あそ

こも研究所、かつては旭電機のときは研究所あ

りました。でも今はどうか、ちょっとあまり交

流が今ないので分からないんですけども、そう

いったところで、例えば長井が本社、現地法人

の本社があって、そして実際の本社は東京とか

どっかにあるというところの研究所は、ぜひい

ろいろ支援しますのでどうでしょうかと。それ

から住環境も、あるいは家族でいらっしゃるた

めにもいろいろな整備はちゃんとしていますと、

あとダイバーシティ、インクルーシブで外から

いらっしゃる人にもみんな優しいですし、暮ら

しやすいですなんてことを言いながらアプロー

チしますが、直接国の機関というのはかなりハ

ードルが高いです。私はよく分からないんです

が、たしか、平成16年ぐらいに多分決まったと

思うんですが、これは研究機関ではないんです

が、例えば最上川ダム統合管理事務所があるん

ですね。国の直轄ダムというのは長井と飯豊と

寒河江ダムしかないんです。だけども、アプロ

ーチしたかどうか分からないですけど、長井で

はなくて寒河江、西川のほうにあるんです。

我々から見れば、長井は真ん中だしすぐそばだ

し、こういうふうに負けてしまっているケース

もあるので、ですからよほど情報収集しながら

可能性のあるところをピックアップする。あと

は、なかなか国の研究機関というのは難しいと

すれば、長井市のほうで例えばですけども、こ

れは可能性あるかどうか分かりませんが、地域

未来創造の地方創生の交付金などを目指して、

地元の山大とかいろんなところ、あるいは県外

の大学なんかとか専門学校と一緒になって研究

所をつくるという手はありますよね、ある部門

の。それを我々でつくるのではなくて、一緒に

なってつくるみたいな。考え方とすれば、飯豊

のリチウムイオン電池の研究所みたいなものを

つくる。正直なところ、長井に研究所来てくだ

さいといっても、まずは見向きもされないと思

います。交通の便が決して悪いわけではないん

ですが、よくないです。新幹線は止まりません
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し、空港遠いし、それからローカル線もちょっ

と今は本数が少ないですし。あと、高速道路直

結しているというのは、今泉が直結しています

が、長井の肝腎のまちなかは直結していません

ので、そういったことも含めて、この辺のとこ

ろはいろんなつてで可能性のあるところを、ぜ

ひ平井議員からも、いろんなもちろんご存じの

いろんな知見のある方とのお知り合いというの

はあるかと思いますので、その辺なんかもぜひ

ご指導いただきながら、研究所というのは非常

にいいですから。研究所はそこでもね、実際住

む、会社で用意するマンションみたいなものは

ぜひここみたいな感じでできればなと思ってお

りますので、よろしくお願いします。ありがと

うございます。 

○内谷邦彦議長 １番、平井直之議員。 

○１番 平井直之議員 ぜひお願いしたいと思い

ます。 

 最後に、今後の産業政策について市長にお伺

いいたします。 

 重点戦略の一つである若者が活躍できるまち

プロジェクトにもあります、若者が定着し、若

者世代が次の若い世代に引き継いでいくことで

まちの未来を紡ぐことを目指すとあります。こ

れからの長井、地域を盛り上げていくには、若

い人の力が必要であると考えます。それには若

い人が定着し、若者が活躍できるまちにしてい

くことが大切だと思っております。だからこそ、

若者が長井に住みたいと思える施策が必要と考

えますが、どのように考えておられるのか、市

長に改めてお伺いいたします。 

○内谷邦彦議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えします。 

 平井議員がおっしゃるように、若い人たちが

この我々長井市に定着いただかないと、まちが

どんどん人口も減り衰退していくと。そのため

にはまず働くところではございますが、私ども

としては、特に産業政策の既存企業の大変優秀

な、規模は大きくなくてもね、技術を持ってい

る会社ございますから、そういった企業の皆様

の受注を拡大できるような支援をしようと、こ

れは商工会議所さんと一体となってやると、あ

とは農業についても、この間もＤＸのコンテス

トで、本当にＤＸ、ＩＣＴとＡＩを使った農業

というのを法人化してやっている、そういった

ところは少しずつ増えています。それで若い人

がもう中心、代替わりしているんですね。今回

出ていただいた成田農産さんというのは、もう

できてまだ20年になっていないと思うんですが、

もう代替わりしています。かつて親の世代たち

が、何人かでつくったのに、どんどん今度お子

様ご子息が、あるいは農業やりたいという人が

入ってきて、ここ数年で代替わりして、全部経

営を若い人たちがやるようになったんですね。

彼らはＤＸなんです。ＡＩなんです。もう、栽

培管理もそうですし、ドローンで上から上空か

ら作物の生育状況分析できるんです、ＡＩで。

そういうこともやっていますし、自動のトラク

ターなんてのは当たり前で、そういったことを

どんどんやっていく。したがって、私どももそ

ういった若い人たち、また地元の大変優秀な事

業所、製造業ありますので、そういったところ

の応援をきちっと商工会議所さんと一緒に、あ

るいはＪＡさんとかと一緒にやっていくという

のがまず１点。 

 あと２点目は、私どもが地方創生で一番力を

入れてきたのは、働く場をつくれと最初言われ

たんですが、なかなか難しいと、だったらまず

は長井の若い人たちが就職して、あるいは県内

で就職する場合もあるでしょう。でもそのとき

に、その仕事の中で、いろいろな能力で活躍で

きて、そして、やがてこちらで自分で起業、創

業するとか、あるいは向こうで働いてきて、も

しかしてテレワークが許されたからこちらに住

みながら、そういった会社で働く。そういった

ように、とにかく起業、創業、ちょっと前に、
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非常にもてはやされました。探求型の学習です。

自分で課題を見つけてそれを深掘りしながら、

どれをどういうふうにして解決していくか。そ

の解決方法を具体的に計画立てて、それを実践

していく。しかもそれをビジネスとしてやって

いくということで、子供たちには、起業創業ワ

ークショップというのを、実は８年前からやっ

ているんですね。これは何とか教育長にお願い

して、来年中学生の２年になったら全員がこれ

体験できるようにお願いしたいと。簡単に言え

ば、ごめんなさい時間がないので、４人１チー

ムで会社をつくるんです。その会社で何をする

かということをみんなで決めて、そしてそれを

今度事業計画を立てて、そして収支予算も出し

て、それの審査を現役の金融機関の金融課長と

か、場合によっては支店長、支店長次長とかで

すね、審査していただいて、それでオーケーし

たら今度事業を進めていくというやり方なんで

すが、もちろん１回２回では通らないです。４

回も５回も。でもその度にみんなでいろいろ意

見出し合って、最後通ったとき万歳です。そう

いうことを小学生、中学生、高校生でさせてい

るのは、極めて珍しいと言われています。これ

を旧長井小学校第一校舎のほうでやろうと、学

びと、交流の場ですね。ということで、それと

今度はこの間やりました、市内の２つの高校、

２つの中学校、４校による４人１チームのアイ

デア会議ですね、長井の未来をつくる。そうい

うふうにしてこれをずっと続けていくこと。あ

と最後に、これもついこの間ありましたけど、

ビジネスチャレンジコンテスト。３年前からは

ＤＸコンテストにしていますが、自治体部門と

か、一般の部門とか、あと実際にＤＸを使って

いる事業者さんの部門とか、３部門で今回13チ

ーム、応募は30チームぐらいあって、最終的に

13チームに絞られたんですが、そういったこと

を、これも７年目です。ＤＸに変えたのは３年

目ですけど、こういうことやっているんですね。 

 ですから、企業誘致というのは昔の昭和の時

代の企業誘致とは全く考え方を変えていかない

と駄目だと。したがって、私どもとしては、お

金をかけて整備した以上は早く埋めなくてはい

けないんですけども、あんまり悲観していませ

ん。流通関係でしたら、すぐ来ます。あとは、

食品加工なんかも、長井の水が使えるとなった

ら、いや、来るところあるよと前から言われて

いました。それから、特に新潟と仙台の中間点

だよと、長井、山形辺りは。そうすると、コン

ビニのいろんな工場とかなんかも言われていま

した。具体的に新潟の食品加工業、大手さんで

すけども、立地したいということでありました。

ただ、用地提供できないんです、今まで。あか

しあ産業団地あるんじゃないかと。中途半端な

んです。虫食い状態になっていますし、それと

インターから遠いということもあって、ですか

らそういう意味では、そちらもやってきますが、

むしろ、長井に住みながら世界を相手に仕事が

できる、そういう人を育てようというのが私ど

もの商工会議所さんと一緒になって進めている

産業政策の柱だと思っています。 

 そんなことで大変抽象的な言い方で恐縮でご

ざいますが、なお、普通に考えての企業誘致と

か、この間も申し上げましたように、理想は、

ある程度大手さんの工場といいますか、本社移

転とか、本社ではなくても支店クラスの移転、

製造業のですね。そういったところを立地して

もらうと、もう向こうから社員が一緒に来ます。

ところが、企業誘致というと、向こうの担当の

取締役とか工場長と技術者は、10人程度は来る

んでしょうけど、ほとんどは地元の雇用です。

そうすると、今回の産業団地でも心配されたの

が、非常に批判されたのは、このように企業誘

致して来られたら、我々の会社から人抜かれる

のではないかと、どうしてくれるんだと実際言

われるんです。ですから、いや我々そういう考

えではないですと。ですから、昭和の企業誘致
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というのはもう駄目です。それとはもう考え方

を変えなくてはいけない。 

 まだ決めていない会社１社あるんですが、ほ

ぼ決まっているんですが、その会社はインドネ

シアに大きい工場持っているんだそうです。で、

300人ぐらいいらっしゃるそうです。そこから

家族ぐるみでインドの人たちに山形の工場で働

いてもらう。そして、ある程度働いてもらった

後、本国に帰って本来の業務の中核として担っ

ていただくと、そういう人を何回も何回も順繰

り順繰り日本に来てもらうんだと、だから長井

では、用地はそんなに安いということはあんま

り関係ないと、うちはある程度高くてもいいと。

むしろ一番必要なのは、そういうインドネシア

から来た人たちが家族連れで来るんで、子育て

とか教育とか、あるいは普通に買物とか市民生

活を長井市民と同じように、誰からも差別され

ることなく、楽しく暮らせるように、それをお

願いしたいとこう言われました。なるほどなと

思いました。もうそういう時代です。 

 ですから、ぜひ、従来の企業誘致もこれ必要

ですが、それだけではないと。いろんな視点か

ら考える必要があると思いますので、ぜひご指

導、ご助言いただければと思います。ありがと

うございました。 

○内谷邦彦議長 １番、平井直之議員。 

○１番 平井直之議員 はい、お伺いしました。 

 でも、現在働くところがない。なくなる方も

いらっしゃいますし、そうするとその当人だけ

でなく、その家族も移転されてしまうという、

おそれもあります。ですので、ある程度の企業

誘致というのも必要かと思いますし、地元の企

業がさらに発展していくにも人材が必要であり

ます。ですので、いいとこ取りもなかなか難し

いところではあるんですが、お互いそれを見な

がらよりよい、若者は本当に残ってもらえるよ

うに、選んでもらえるようにしていただければ

と思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 

 竹田陽一議員の質問 

 

 

○内谷邦彦議長 次に、順位11番、議席番号８番、

竹田陽一議員。 

○８番 竹田陽一議員 共創長井の竹田陽一です。

よろしくお願いいたします。 

 令和のコメ騒動、店頭の米価が下がらないの

は、兼業農家の温存が規模拡大の障害になって

いるとの声が散見されます。経営効率を高める

ためには、確かに規模拡大が理にかなっている

でしょう。これまで、中山間地域では大勢の兼

業農家が水路の泥上げや畦畔の草刈りを行うこ

とで田んぼが維持されてきました。農地の集約、

集積というと、規模拡大する経営体が農地全て

を引き受けるような響きがありますが、現実に

は全ての農地が引き継がれるわけではありませ

ん。農地を維持するには、大規模経営体と小さ

い経営体がともに必要であります。 

 ニュースが伝えるのは、米が高いか安いかで

あり、農家の姿や課題が大きく取り上げる機会

が少ないと感じております。農村には農家が存

在し、米作りを続けてきたからこそ守られてき

たものがたくさんあります。これからの農村は

単なる食料生産の場から、住民にとっては癒や

しの場、そして学びの場、社会にとっては環境

防災の基盤としての価値をより高めていく必要

があります。令和のコメ騒動により、にわかに

米に関心が集まる中、消費者の皆さんには、今

こそ農家があって初めて農村という形が成り立

つことをぜひ知ってもらいたいと思います。 

 豊かな食生活を守るため、農村と消費者の皆

様はパートナーとして食の安全や持続可能な地

域社会を共に支え合う関係がしっかり構築され

ることを期待しているところであります。 


